
畜舎汚水に対する汚水耐性植物の浄化能力

[要約］一次曝気した程度の萱金這２k(BOD:約1000mg/I)をキシュウスズメノヒェや

イタリアンライグラス等の造Zkmi幽幽1で浄化する場合、 植物の逢止能力はBOD:約１，
240mg/m2･day、T-N:約1,000mg/m2･day、 NH4-N:約１００mg/､2･dayである。

畜産研究所・大家畜部・環境衛生研究室 連絡先 092-922-4100

部会名 畜産 専門 環境保全 対象 家畜類 分類 研究

［背景・ねらい］

畜舎汚水の処理は、活性汚泥法を始め種々の処理方法があるが、本試験は、植物自体の
蒸散能力による畜舎汚水の減量化と浄化能力を利用した汚水処理法を確立するため、キシ
ュウスズメノヒエとイタリアンライグラスの蒸散能力と汚水浄化能力を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

一次曝気した畜舎汚水(BOD:1,010mg/I、T-N:645mg/i、NH4-N:60.5mg/l程度)の場合、ＢＯ
Ｄの浄化能力では寒地型牧草のイタリアンライグラスが暖地型の雑草であるキシュウスズ
メノヒエに比べ、約30％浄化能力が高いが、Ｔ－Ｎの浄化能力では逆に約７％程度低い。ＮＨ
４－Ｎではイタリアンライグラスとキシュウスズメノヒエの浄化能力は同程度で、両植物間
に浄化能力の差は認められない。

①キシユウスズメノヒエの浄化能力はBOOで約1,080mg/wl2･day、T-Nが約1,030mg/m2･day、
NH4-Nが約100mg/m2･day程度である（表１）。

②イタリアンライグラスの浄化能力はBODで約1,390mg/m2･day、T-Nが約960mg/､2･day、NH
4-Nが約100mg/､2･day程度である（表２）。

③2草種とも植物の維持管理(植栽の準備と更新のための植物の維持、年に数回の刈取りと
枯死植物及び汚泥の処分等)には、かなりの労力が必要である（データ略）。

[成果の活用面・留意点］

汚水耐性植物を利用した畜舎汚水の処理の基礎資料として活用する。
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表１キシユウスズメノヒエの汚水浄化能力(H4,5,17～9,20：136日間）
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注)①汚水はｴｱ''-ﾀー で一次曝気した、曝気槽内の活性汚泥混合液(BOD:1,010mg/1,T-N:645

ｍｇ/１，NH4-N:60.5mg/1)を供試。

注)②汚水は水槽(表面積:2.1,2)中で、蒸発した汚水量相当分の汚水を順次追加。

表２イタリアンライグラスの汚水浄化能力(H4,10,18,～H5,2,28：151日間）
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注)供試液の濃度及び試験施設、方法等は表１に同じ。


